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農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

(9) 被災農家向け資金の創設 

ＪＡおきなわ（沖縄県） 

新規 継続 

 
○ 

（平成 27年 5月） 

 

1 動機 

（経緯） 

亜熱帯に属し台風の常襲地帯である沖縄県は､農業を営む上で自然災害への対応は不断

かつ重要な課題です。農業者からは、防災対応に加え被災した場合の迅速な支援が求め

られています。 

JA おきなわでは、かかる課題への対処として、自然災害・家畜疾病・鳥獣病害虫等によ

り被害を受けた農業者に対して農業経営の維持・継続に必要な資金（設備・運転）を緊

急に融通する資金「経営サポート資金」を創設しました。 

なお、本資金は JAバンク利子補給制度を活用し、平成 27年 5月より取扱を開始してい

ます。 

2 概要 1.資金使途： 

(1)災害罹災時の破損、倒壊した農業用構築物の復旧及び補修に必要な資金。 

(2)被災後に農家経営の維持・継続に必要な運転資金。 

2.貸付限度額：10百万円 

3.貸付期間：15年以内 

4.金利：1.30％（平成 29年 3月末現在） 

5.利子補給： 

1百万円以上借入の場合、3 年間最大 0.80％の利子補給をうけることができる。 

6.担保・保証要担保。保証人は原則不要。 

3 成果 

（効果） 

平成 29年 3月末時点の実績：  

146件（前年同期比+47件）、貸出残高 578百万円（同+128百万円） 

被災農家をはじめ本資金を活用した農家の皆様からは、JAならではの資金として感謝の

声が届けられています。 

4 今後の

予定（課

題） 

今後も農家組合員の経営安定に向け、自然災害に被災した農家の方々に向け、緊急支援

資金の取組を強化し、支援してまいります。 
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